
■概要

2015年4月20日、最高気温11℃、雨天という
コンディションの中、3万人のランナーがボスト
ンマラソンに参加した。マサチューセッツ州内
8つの市と町に設けられたコースの沿道には、
50万人を超える人々が集まりランナーに大き
な声援を送った。
本大会では、2013年大会の爆弾テロ事件をう
け、安全管理の強化が進められた。リアルタイ
ムデータと地図を活用した安全管理体制の構
築という観点から、ArcGIS Onlineの導入が
決定した。
ArcGIS Onlineで利用できるアプリケー
ションであるOperations Dashboard for 
ArcGISやCollector for ArcGISを活用し、ラ

P R O F I L E

ンナーや緊急車両の位置情報、気象をリアル
タイムにモニタリングするための「2015年ボス
トンマラソン ダッシュボード」が構築された。ボ
ストンマラソン当日には、ダッシュボードを通し
てレース状況や緊急対応状況がリアルタイム
に関係者間で共有された。

■背景

2013年のボストンマラソンで発生した爆弾テ
ロ事件では、死者2名、負傷者260名以上を
出す惨事となった。このテロ事件をうけ、マサ
チューセッツ州とボストン市をはじめとする関
係機関は、大規模イベント開催時の安全対策
の抜本的な見直しの検討を開始した。
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ArcGISプラットフォームの特長ArcGISプラットフォームの特長
・ランナー、緊急車両、気象などのリアルタイムデータを、クラウド上に作成したダッシュボード
 に表示し関係者間で共有
・タブレット端末を携帯した屋外スタッフが、マラソン会場での救護人の位置情報の確認、救護
 施設の検索等に活用
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・ボストンマラソン大会の安全対策の強化
・大会運営状況をリアルタイムに把握し、情報

共有するためのシステムの構築

導入効果　　
・Operations Dashboard for ArcGISの

活用で、ランナー、気象、交通、緊急車両、
医療対応など様々な事柄をリアルタイムに
可視化し、情報共有を可能に
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大会運営状況を把握し、関係者間で同一の情報を共有することで安全対策を強化

ランナー、気象、緊急車両などの位置情報をリアルタイムに可視化

ボストンマラソン安全対策の要は
リアルタイムデータと地図による情報共有 
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■ArcGIS採用の理由

様々な角度から検討を重ねた結果、大勢の
人々が集まるマラソン大会などの安全対策に
は、リアルタイムデータと地図の活用が最も有
効であるという結論に至った。そこで、複数のア
プリケーションやアプリケーションビルダーの
利用が可能なSaaSソリューションで、かつ、セ
キュリティ性に優れたArcGIS Onlineが導入
された。

■導入手法

2015年のはじめ、マサチューセッツ危機管理
局に地図やデータの扱いに精通したDesiree 
Kocis氏がGISコーディネーターとして加わっ
た。Kocis氏は、リアルタイムデータと地図を活
用した安全対策を実現するため、Operations 
Dashboard for ArcGISを活用した「2015年
ボストンマラソン ダッシュボード」の構築を開
始した。
このダッシュボードは、ランナー、気象、交通、
緊急車両、医療対応など様々な事柄をリアル
タイムに可視化し、警備担当者や危機管理対
応者を含む大会関係者に共通状況図を提供
するというものだ。可視化された情報は、デスク
トップPC、タブレット端末、スマートフォンから
アクセスすることができる。

「2013年の爆弾テロ事件は、紙データの他に、
どのようなデータをオンラインデータとして用意
しておくべきかということを私たちに示したとい
えます。ArcGIS Onlineは初めて利用しました
が、様々な人に必要な情報を提供できる唯一
の方法であることがわかりました」とKocis氏は
ArcGIS Onlineを評する。
Kocis氏は、ArcGIS Onlineの操作の習得か
らダッシュボードの構築までを約6週間で実現
した。ダッシュボードは、気象や交通情報、ラン
ナーや緊急車両のリアルタイム追跡、緊急対応
に関する情報を盛り込んだWebマップレイヤー
を特徴としていた。さらに、ヘリコプターの離着
陸場や州兵の集結地、医療施設等のデータを

必要に応じて表示・非表示できる20レイヤーを
設け、緊急事態が発生した場合には、関係する
全対応者が地図上の緊急避難所を拡大し、状
況の変化や収容可能人数、鍵となる連絡者や
電話番号を確認できるようになっていた。

■導入効果

ボストンマラソン当日は、マサチューセッツ州、
地方警察、連邦危機管理局など60機関から
約300名が参加する複数行政機関調整セン
ター（MACC）と屋外に配置された200名の
スタッフが、ランナーや観客、気象、危機対応
状況の把握、レース状況などの情報をダッシュ
ボードで共有した。
マラソン参加者には、チップ付きのゼッケンが
配布され、5kmごとに設けられた通過測定地
点で位置情報と時間が記録された。収集した
これらのデータをリアルタイム処理が可能な
ArcGIS GeoEvent Extension for Serverで
フィーチャ サービスとして配信することで、測
定地点を通過、または、測定地点付近にいるラ
ンナーの人数の把握が可能となった。さらに、
状況に応じてコース上の警備員や医療スタッ
フの配置の検討もできるようになった。
屋外スタッフは、転倒者などのケガ人の位置
情報や対応状況の入力、最寄りの警察車両や
救急車、救護施設の位置情報の検索と確認に

Collector for ArcGISを活用した。Collector 
for ArcGISはダッシュボードと連動しており、
複数行政機関調整センターや屋外スタッフ間
のスムーズな情報共有を実現した。
レース中の気象情報の監視もダッシュボー
ドで行われた。最良の精 度を保つため、
42.195Kmのコースに沿って3つの気象観測
地点を含む気象ウィジェットが構築された。
ArcGIS Online上の気象情報レイヤーを毎時
ごとに更新することで、最新の気象情報をウィ
ジェットに自動的に反映し、ダッシュボード上
の地図に表示した。

■おわりに

ArcGISを安全対策の中核に据えた2015年ボ
ストンマラソンは無事に終了した。「ランナーや
観客、コース沿いの自治体、マサチューセッツ
州のインフラと安全対策に大いに貢献すること
ができたという達成感があります」とKocis氏
は振り返る。

「スポーツは人々を一つにし、世界中の人々を
結びつける力があります。また、人間らしさを共
有し、世界の文化の多様性を讃える機会でもあ
ります」と2013年大会の男子マラソンの勝者で
あるエチオピア代表のLelisa Desisa氏が述べ
るように、GISもまた、安全性への取り組みにお
いて人 と々情報を結びつけたといえるであろう。

マサチューセッツ危機管理局活用事例

SCS17-04-01-1701

Copyright Ⓒ 2017 Esri Japan Corporation. All rights reserved.
本カタログに記載されている社名、商品名は、各社の商標および登録商標です。

2015年 ボストンマラソン ダッシュボード


